
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年 4 月 3 日（火）発行 
～実践をたしかめ、ゆたかな学びのなかから、指導員の専門性をたかめあおう～ 

ことしの学童保育指導員学校の会場は京都府京都市です！ 

2018 年 6 月 10 日（日）※時間、会場等は決定次第お知らせします 

講座紹介のコーナー♪ 

第43回京都会場は参加者1,000人を超える大規模集会。午後からの講座
も盛りだくさん。6つの基礎講座、7つの理論講座、9つの実践講座、 
実技講座1、特別講座1の、全24講座を紹介していきます。 
  講座は事前申し込み定員制です。参考にしてくださいね。 

①学童保育の役割と指導員の仕事 

今年が指導員１年目という方は、まずは

この講座から。ほかにも23講座あるけれ

ど、まずはこの講座で学童保育と指導員

の基本をおさえましょう。すべての講座

は基礎講座1に通じます。指導員１年目の

方はもちろん「長年指導員をやっている

けれど、最近いろいろ悩むことが多く

て」という方にも、もう一度基本に返る

という意味で、この講座は最適です。 

②子どもの理解とはたらきかけ 

「子どものことが好きでこの仕事をはじめ

たけれど…。仕事をはじめる前に思ってい

たことと現実はぜんぜん…。子どもってむ

ずかしい…」と感じてる？。そんな方はこ

の講座。指導員として、いわば子どもの専

門家として子どもを理解し、そのうえでど

のように子どもにはたらきかけていくの

か。指導員がもっとも大切にしなければな

らないキソのキを学ぶ講座です。 

③高学年の子どもの理解と 

生活づくり 
「高学年の子どもとうまくいかない」

「なんかなめられてる気がする」「実は

高学年の子どもがちょっとこわい」とい

ったことで悩んでいる方はズバリこの講

座。「高学年の子どもの発達段階は？」

「高学年の子どもがおかれている環境

は？」高学年の子どもが求めているもの

は？」を考えあうことで明日からのヒン

トと希望が見つかるはずです。 

④学童保育の生活における 

子どもの権利 
「児童の権利に関する条約」いわゆる「子

どもの権利条約」を知らない方と読んだこ

とがない方には、特にこの講座がお勧め。 

子どもに関わる職業である指導員なら

ば、学んでおく必要があります。子どもの

権利は保障されなければならず、おとなは

子どもの権利を認め、実現することを、法

的にも求められているのです。もちろん、

保護者にも必要な講座ですね！ 

裏面もあります♪ 

読んでおくれやす〜 



 

 

 
 

 

申し込み方法など詳細は

これから順次、ニュースで

お知らせしていきます。 

続けて読んで下さいね♪ 

⑤子どもの発達を学ぶ‐入門編‐ 

「おぎゃあ」と生まれたときからはじまり、

乳幼児期・学童期（小学校低学年）・学童期

（小学校高学年）・青年前期（中学校）・青

年中期（高等学校）と、子どもはある一定の

発達段階をむかえ、乗り越えながら大きくな

っていきます。（もちろん個人差は様々すぎ

るほどですが）これらの過程を科学的な理論

として確かめておくことは、子ども理解の基

本です。その入門編がこの講座です。 

⑥子どもの心と体の健康 

学童保育指導員の仕事の基本の一つ、日々

の子どもの健康管理・衛生管理。学童期の

子どもの心はどう成長していくのか。体の

成長はどういうものなのか。そして、心と

体の関係が成長にとって重要であり、学童

期の成長がおとなになった時の土台として

大きな役割を持っていること、等々を知れ

ば、その仕事の大切さがいっそうはっきり

します。この講座でしっかり学びます。 

⑦学童保育における集団づくり 

学童保育の集団の特徴は、1年生から6  
年生の異年齢の子ども集団であること、も

う1つは、保護者の就労等を理由として、子

ども本人の意思にかかわらず形成される集団

であることです。そんな子どもたちが長い時

間、生活を共にします。                                                                             

子ども一人ひとりを大切にする保育と集団づ

くりを、どう結び合わせるのか。学び、考え

合います。 

⑧しょうがいのある子ども理解を 

深め、ともに育ちあう 
学童保育は、しょうがいのある子どもの地

域生活を保障する場所の一つです。そして

学童保育の特徴は、しょうがいのある子も

ない子も一緒に生活をするということで

す。学童保育の集団のなかで様々な経験・

体験をすることで、しょうがいへの理解も

深まります。しょうがいのある子どもを含

めた生活を、どう組み立てていくかを学び

ます。 
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マイクロバスを利用しませんか？  

☆ 交通費が安くすみ、現地までの乗り換えがなく直通で便利☆ 
16 人以上の利用見込みで、マイクロバスの運行を予定しています。 

 
＜出発場所＞名古屋市金山駅付近 

＜出発時刻＞AM７：００頃 

＜料  金＞4,000 円 

別紙“マイクロバス事前申し込みの

ご案内”に必要事項明記の上、県連協

宛にメールまたは FAX にてお申し

込み下さい。 

 

【お問い合わせ】愛知学童保育連絡協議会 指導員学校 PT 
〒456-0006 名古屋市熱田区沢下町 9-7-308 
TEL：052-872-1972 FAX：052-308-3324 

E-Mail：aichigakudou@gakudou.biz 

講座紹介のコーナーのつづき♪ 




